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原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
（
原
発
を

な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
大
阪
連
絡
会
）
主
催
の
「
大
学

習
・
交
流
集
会
」
が
、12
月
17
日
（
土
）

午
後
、
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
１
４

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
川
辺
大
阪
労

連
議
長
は
、
16
日
に
野
田
首
相
が
福

島
原
発
事
故
に
つ
い
て「
収
束
宣
言
」

を
発
し
た
が
何
の
根
拠
も
な
く
、
問

題
の
も
み
消
し
を
図
る
政
治
の
流
れ

が
あ
る
と
批
判
。「
原
発
ゼ
ロ
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
る
大
道
の
運

動
を
飛
躍
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。原

発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
の
呼
び
か

け
人
の
一
人
で
、
日
本
環
境
学
会
会

長
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
の
会
代

表
の
和
田
武
氏
（
元
立
命
館
大
学
教

授
）
が
、多
く
の
資
料
を
使
っ
て
「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
と
日
本
で

の
普
及
推
進
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。

中
村
事
務
局
長
か
ら
は
、
会
員
が
61

団
体
・
７
１
９
名
（
12
／
17
現
在
）、

原
発
な
く
せ
ポ
ス
タ
ー
へ
の
賛
同
者

は
同
61
団
体
・
約
７
０
０
名
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
12
月
末
で
１
号
ポ
ス

タ
ー
用
と
し
て
い
っ
た
ん
締
め
切
る

が
、
引
き
続
き
会
員
と
ポ
ス
タ
ー
へ

の
賛
同
者
の
募
集
を
続
け
て
い
く
こ

と
、
署
名
運
動
や
学
習
会
な
ど
各
地

で
の
運
動
展
開
と
本
年
３
月
11
日
の

大
規
模
な
府
民
集
会
の
提
案
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
団
体
や
地
域
か
ら
の

取
り
組
み
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
は
、
２
回
の
草
の
根
か
ら
の
デ
モ

行
進
を
実
施
し
た
原
発
撤
退
を
求
め

る
淀
川
実
行
委
員
会
。
宮
城
県
へ
救

援
隊
を
３
度
派
遣
し
、
何
度
も
学
習

会
を
開
催
し
て
い
る
西
成
医
療
生
活

協
同
組
合
。
原
発
視
察
と
学
習
会
を

平
和
委
員
会
と
共
同
で
取
り
組
ん
で

い
る
八
尾
の
山
本
駅
前
九
条
の
会
。

関
西
電
力
に
粘
り
強
く
働
き
か
け
、

30
人
の
母
親
と
共
に
「
懇
談
会
」
を

開
催
し
た
大
阪
母
親
連
絡
会
。
関
西

電
力
広
報
部
と
の
や
り
と
り
で
「
安

全
を
確
保
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る

関
西
電
力
の
ひ
ど
い
姿
を
、
広
く
伝

え
て
い
き
た
い
と
話
す
大
阪
革
新
懇
。

小
型
の
放
射
能
測
定
器
を
紹
介
し
た

公
害
環
境
測
定
研
究
会
、
な
ど
な
ど

で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
に
夢
を
感
じ
た
。
原

発
〝
ゼ
ロ
〞
と
同
時
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
本
当
に
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
」（
40
代
・
男
性
）、「
学
習

会
と
し
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
の
参
加
が
あ
っ
た
の
で
、
未

来
に
希
望
が
持
て
ま
し
た
」（
50
代
・

女
性
）
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

（
中
森
）

原
発
ゼ
ロ
の
会
が
大
学
習
・
交
流
会

原
発
ゼ
ロ
の
会
が
大
学
習
・
交
流
会

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
夢
を
感
じ
る
」

２
０
１
１
年
、
近
年
に
な
い
ほ
ど

様
々
な
出
来
事
の
あ
っ
た
年
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
場
面
で
民
意
か
ら

離
れ
た
政
権
、
東
電
に
代
表
さ
れ
る

大
企
業
の
利
益
優
先
・

国
民
の
安
全
は
後
回
し
、

そ
し
て
、
情
報
操
作
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
、「
権

威
」
に
対
す
る
信
頼
は

こ
れ
ま
で
に
な
く
地
に

落
ち
ま
し
た
。
最
大
の
公
害
・
環
境

破
壊
と
な
っ
た
東
電
福
島
第
１
原
発

事
故
へ
の
政
府
や
財
界
の
対
応
、「
収

束
宣
言
」
と
、
震
災
復
興
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
な
ど
へ
の

対
応
が
同
一
の
根
源
を
持
っ
て
い
る

様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
環
境
・
公
害
の
課
題
と
大
き
な

持
っ
て
い
て
も
、
現
実
の
対
応
・

選
択
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
達
は
こ
れ
ま
で
め
げ

ず
、
必
ず
変
え
る
と
い
う
長
期
的

展
望
の
も
と
に
運
動

を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
い
ま
そ
の
広

が
り
を
も
っ
と
早
め

る
こ
と
に
重
大
な
関

心
を
持
ち
な
が
ら
展

開
し
て
い
く
時
代
に

入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
こ
の
１
年
、
頭
を
使
い
、

汗
を
流
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

政
治
的
課
題
に
と
も
に
向
か
い
合
わ

な
い
と
い
け
な
い
の
が
２
０
１
２
年

の
現
実
で
す
。
し
か
し
国
民
の
反
応

は
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
は
怒
り
を

２
０
１
２
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て

大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会 

会
長

金
谷 

邦
夫


